
プ
ロ
グ
ラ
ム

開
会
の
こ
と
ば
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
長
門
谷
洋
治

一
近
世
京
都
の
「
癩
」
病
人
に
つ
い
て

…
…
・
…
…
・
・
・
…
…
・
…
・
横
田
則
子
（
粒
命
》
呈
館
鑑
）

二
幕
府
典
薬
頭
に
つ
い
て
・
・
…
・
…
…
…
宗
田
一
（
京
都
市
）

三
福
井
藩
解
剖
の
遠
因
の
探
求
ｌ
解
体
新
書
・
重
訂
解

体
新
書
（
吉
雄
氏
）
の
考
察
１

．
…
・
…
…
…
…
…
…
…
・
岩
治
勇
一
（
大
野
市
）

四
砂
千
代
姫
君
様
拝
診
御
用
留
記

ｌ
彦
根
藩
医
三
浦
太
仲
尚
賢
の
記
録
ｌ

…
…
…
…
…
…
：
…
…
・
正
橋
剛
二
（
富
山
市
）

篠
原
治
道
（
富
山
医
薬
科
大
）

五
明
治
期
の
大
阪
で
発
行
さ
れ
た
医
事
雑
誌

．
…
…
・
…
…
…
．
．
…
・
…
・
寺
畑
喜
朔
（
金
沢
医
大
）

六
佐
伯
理
一
郎
『
普
通
看
病
学
』
に
つ
い
て

．
．
…
…
…
：
…
…
・
…
…
・
長
門
谷
洋
治
（
豊
中
市
）

七
種
痘
の
イ
ギ
リ
ス
か
ら
東
ア
ジ
ア
へ
の
伝
播

ｌ
日
本
・
中
国
・
朝
鮮
の
比
較
！
：
石
田
純
郎
（
三
菱
水
島
）

八
『
西
説
内
科
撰
要
』
の
刊
行
に
つ
い
て

…
・
…
。
：
…
・
…
…
・
…
…
古
西
義
麿
（
雌
僻
敲
怪
劃
趣
）

九
浅
田
宗
伯
筆
写
『
医
心
方
』
に
つ
い
て

…
．
．
…
…
…
…
…
・
・
…
：
杉
立
義
一
（
京
都
市
）

さ
戦
後
京
都
に
お
け
る
じ
ん
肺
対
策
に
つ
い
て

。
…
…
…
・
…
・
・
…
…
…
・
・
乾
修
然
（
京
都
市
）

爵
鰯
蟻

壼
ド
ー
ト
ド
ト
限
限
暇
腱
咋

ニ
ョ
ン
ヶ
ル
と
そ
の
周
辺
：
：
：
…
…
・
・
奥
沢
康
正
（
京
都
市
）

三
追
悼
・
緒
方
富
雄
先
生
：
・
・
：
．
：
・
・
…
・
有
志

三
報
告
と
招
待
：
．
：
…
…
…
…
：
…
…
：
有
志

京
都
医
学
史
研
究
会
、
北
陸
医
史
学
同
好
会
、
医
学
切
手
友

の
会
関
西
支
部
、
第
九
一
回
日
本
医
史
学
会
総
会
（
岡
山
）
、

日
蘭
修
好
三
八
○
周
年
記
念
行
事
、
医
学
史
研
究
会
、
日
本

医
史
学
会
関
西
支
部
な
ど

西
医
学
史
関
係
資
料
展
示
・
・
・
…
・
…
…
：
有
志

会
員
が
、
そ
れ
ぞ
れ
手
近
に
あ
る
資
料
、
自
著
、
文
献
等
の

展
示
お
よ
び
解
説
を
行
っ
た
。

特
別
講
演

中
国
古
代
医
学
と
哲
学
・
…
：
：
：
…
：
：
・
・
・
村
上
嘉
實
念
鍛
錬
》
鑑
）

閉
会
の
こ
と
ば
．
…
…
…
…
…
…
…
…
：
．
：
。
：
杉
立
義
一

懇
親
会

｜
月
例
会
平
成
元
年
一
月
二
十
一
日
（
土
）

順
天
堂
大
学
医
学
部
九
号
館
一
番
教
室

（
蘭
学
資
料
研
究
会
と
合
同
で
行
わ
れ
た
）

ワ
ケ

ー
河
口
信
順
が
古
河
藩
に
帰
っ
て
伸
び
ら
れ
な
か
っ
た
理
由川

島
恂
二

霞
蕊
》

朧
朧
崎
Ⅱ
跡
‐
号

（100） 328



ｌ
『
医
学
の
象
徴
』
ほ
か
Ｉ
岡
田
靖
雄

一
一
月
例
会
平
成
元
年
二
月
二
十
五
日
（
土
）

順
天
堂
大
学
医
学
部
九
号
館
一
番
教
室

一
わ
が
国
の
顎
顔
面
補
綴
の
は
じ
ま
り
新
藤
恵
久

二
ビ
デ
オ
鑑
賞
ｌ
医
跡
め
ぐ
り
Ｉ

「
解
剖
事
初
め
・
山
脇
東
洋
」
京
都
府
（
九
分
）

三
旧
約
聖
書
の
医
学
用
語
に
つ
い
て
梶
田
昭

三
月
例
会
平
成
元
年
三
月
二
十
五
日
（
土
）

順
天
堂
大
学
医
学
部
九
号
館
一
番
教
室

一
宮
城
県
の
女
医
・
山
崎
富
子
の
活
動
に
つ
い
て
高
橋
み
や
子

二
奈
良
時
代
の
医
療
の
実
態
杉
田
暉
道

三
明
治
初
期
静
岡
県
の
病
理
解
剖
の
状
況
土
屋
重
朗

四
月
例
会
平
成
元
年
四
月
十
五
日
（
土
）

順
天
堂
大
学
医
学
部
九
号
館
一
番
教
室

一
前
野
蘭
化
の
自
画
自
賛
図
に
つ
い
て

ｌ
前
野
良
沢
・
山
口
行
斎
・
高
野
長
英
Ｉ
木
村
陽
二
郎

二
江
戸
幕
府
に
お
け
る
鍼
科
と
盲
人
香
取
俊
光

三
ソ
ヴ
ェ
ト
の
医
学
史
書
か
ら

二
ビ
デ
オ
鑑
賞
ｌ
医
跡
め
ぐ
り
Ｉ

「
維
新
の
夜
明
け
と
と
も
に
」
福
岡
県
（
八
分
）

わ
た
し
は
医
学
史
面
で
は
、
ソ
ヴ
ェ
ト
の
精
神
医
学
史
、
条
件
反
射
学
説

史
を
お
っ
て
い
て
、
医
学
史
全
般
に
は
目
を
む
け
て
い
な
い
。
だ
が
、
医
学

史
博
物
館
は
い
く
つ
か
あ
り
、
精
神
科
関
係
雑
誌
で
も
歴
史
に
つ
い
て
の
論

文
が
あ
る
程
度
の
っ
て
い
る
点
か
ら
桑
て
、
ソ
ヴ
ェ
ト
で
は
、
す
く
な
く
と

も
日
本
に
お
け
る
よ
り
は
医
学
史
が
重
視
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
た
し
か
で
あ

る
。
今
回
、
一
般
医
学
史
の
著
書
二
冊
を
入
手
し
た
の
で
、
そ
れ
を
紹
介
し

た
。

一
タ
チ
ャ
ナ
・
セ
ル
ゲ
ー
エ
ヴ
ァ
・
ソ
ロ
キ
ナ
著
『
医
学
史
ア
ト
ラ

ス
近
世
（
一
六
四
○
’
一
九
一
七
）
』
（
一
九
八
七
年
）
。
こ
れ
は
古
代
篇
、

中
世
篇
に
続
く
も
の
で
、
四
冊
の
企
画
と
お
も
わ
れ
る
。
ま
え
の
二
冊
は
ぷ

て
い
な
い
。
ほ
ぼ
Ａ
五
判
で
一
六
八
・
ヘ
ー
ジ
、
一
二
七
図
。
序
説
、
解
剖
学
、

病
理
解
剖
学
、
組
織
学
、
胎
生
学
、
一
般
生
物
学
、
遺
伝
学
、
微
生
物
学
、

生
理
学
・
実
験
医
学
、
内
科
疾
患
、
産
科
学
・
婦
人
科
学
・
小
児
科
学
、
感

染
疾
患
・
疫
学
、
精
神
医
学
、
外
科
学
、
衛
生
学
・
社
会
医
学
の
項
目
に

わ
け
て
、
主
要
な
人
物
と
そ
の
業
績
を
、
写
真
・
図
を
中
心
に
紹
介
し
て
い

る
。
一
時
期
ソ
ヴ
ェ
ト
に
あ
っ
た
排
外
的
自
国
中
心
主
義
は
承
ら
れ
な
い
。

安
価
な
本
で
、
医
学
史
の
普
及
を
は
か
る
に
は
、
日
本
で
も
ま
ね
て
よ
い
よ

ソ
ヴ
ェ
ト
の
医
学
史
書
か
ら

Ｉ
『
医
学
の
象
徴
』
ほ
か
Ｉ

灘
会
抄
録

畷ミ
L二三

岡
田
靖
雄

(101）329


